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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
駆動ローラ（２８）と加圧ローラ（４８）とで用紙経路部材（１６）の用紙経路面上の用
紙の少なくとも両側を挟持し、前記駆動ローラ（２８）の回転によって、用紙を、用紙経
路部材（１６）の記録面（２６）の上に搬送し、該記録面（２６）上でインクジェット記
録ヘッド（３６）を用紙を横切る方向に走査して記録を行うようにしたインクジェットプ
ロッタ・プリンタにおいて、前記用紙経路部材（１６）の用紙を略水平方向に案内する水
平案内部（１８ａ）の記録直後の用紙を案内する部分に凹曲面（５６）を形成し、該凹曲
面（５６）によって前記用紙経路面を前記記録面（２６）より低くし且つ該低くした部分
（５８）の先方を前記記録面（２６）と略同等か若しくはそれよりも高く設定するととも
に、前記用紙経路部材（１６）の記録面（２６）より低くした部分にバキューム装置（５
２）の吸気力を作用させ、前記凹曲面（５６）で用紙を湾曲させて用紙にそりを付与する
ようにしたことを特徴とするインクジェットプロッタ・プリンタ。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はＣＡＤホストコンピュータの出力機器として用いられるインクジェット型大型プ
リンタ即ちプロッタに関する。
【０００２】
【従来の技術】
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インクジェット式プロッタ（プリンタ）において、プリント時のインク付着により生じる
波状のしわ（コックル）によって、印刷媒体がプラテンから浮き上がるのを防止するため
に、プラテン（ペーパーガイド）の印刷領域にリブを設け、印刷媒体に制御されない曲が
りが発生するのを減少するようにした技術が、特開平７－２５６９５５号に開示されてい
る。
【０００３】
また、用紙送りローラの他に、印字領域で用紙即ち記録媒体が浮かないようにするために
、用紙排出方向に紙押さえ用の拍車ローラを設けたインクジェット式プロッタが特開平９
－４８１６１号公報に開示されている。
また、図３に示すように、用紙経路部材（２）の記録面より先に駆動装置に連係したサブ
ローラ（４）を設け、このサブローラ（４）と回転自在な拍車ローラ（６）とで用紙を挟
持し、サブローラ（４）の周速を、記録ヘッド（１０）を基準として、上流側の駆動ロー
ラ（１２）の周速よりも少し早くし、駆動ローラ（１２）とサブローラ（４）間の用紙に
テンションを与えてコックルをなくすようにしたものが知られている。尚、図３中、（１
４）は加圧ローラである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するため、本発明は、駆動ローラ（２８）と加圧ローラ（４８）とで
用紙経路部材（１６）の用紙経路面上の用紙の少なくとも両側を挟持し、前記駆動ローラ
（２８）の回転によって、用紙を、用紙経路部材（１６）の記録面（２６）の上に搬送し
、該記録面（２６）上でインクジェット記録ヘッド（３６）を用紙を横切る方向に走査し
て記録を行うようにしたインクジェットプロッタ・プリンタにおいて、前記用紙経路部材
（１６）の用紙を略水平方向に案内する水平案内部（１８ａ）の記録直後の用紙を案内す
る部分に凹曲面（５６）を形成し、該凹曲面（５６）によって前記用紙経路面を前記記録
面（２６）より低くし且つ該低くした部分（５８）の先方を前記記録面（２６）と略同等
か若しくはそれよりも高く設定するとともに、前記用紙経路部材（１６）の記録面（２６
）より低くした部分にバキューム装置（５２）の吸気力を作用させ、前記凹曲面（５６）
で用紙を湾曲させて用紙にそりを付与するようにしたものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、本発明は、駆動ローラ（２８）と加圧ローラ（４８）とで用紙
経路部材（１６）の用紙経路面上の用紙の少なくとも両側を挾持し、前記駆動ローラ（２
８）の回転によって、用紙を、用紙経路部材（１６）の記録面（２６）の上に搬送し、該
記録面（２６）上でインクジェット記録ヘッド（３６）を用紙を横切る方向に走査して記
録を行うようにしたインクジェットプロッタにおいて、記録直後の用紙を案内する用紙経
路部材（１６）の用紙経路面を前記記録面（２６）より低くし且つ該低くした部分（５８
）の先方を前記記録面（２６）と略同等か若しくはそれよりも高く設定するとともに、前
記用紙経路部材（１６）の記録面（２６）より低くした部分にバキューム装置（５２）の
吸気力を作用させ、該低くした部分（５８）で用紙を湾曲させて用紙にそりを付与するよ
うにしたものである。
【０００６】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施の形態を、添付した図面を参照して詳細に説明する。
図２において、（１６）はインクジェット式プロッタ（大型プリンタ）のプラテン即ち用
紙経路部材であり、前部ペーパーガイド（１８）と、後部ペーパーガイド（２０）とを備
えている。前記用紙経路部材（１６）は、脚台（２２）に支承されている。
【０００７】
前記ペーパーガイド（１８）（２０）は、用紙の幅よりも広い横幅の用紙経路面を有し、
用紙経路部材（１６）の後方から前方に用紙即ち記録媒体（２４）を案内するように配置
されている。用紙経路部材（１６）の略中央には平坦な記録面（２６）が形成され、この
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記録面（２６）の上で印字作画が行われるように構成されている。
【０００８】
前記記録面（２６）と前記後部ペーパーガイド（２０）との対向部の隙間には駆動ローラ
（２８）が配置され、該駆動ローラ（２８）は、駆動軸（３０）に取り付けられている。
駆動軸（３０）は用紙経路部材（１６）内の台（３２）に固定された軸ホルダ（３４）に
回転可能に支承され、コントローラにより制御されるＸモータに動力伝達機構を介して連
結している。（３６）はインクジェット式の記録ヘッドであり、図２中、紙面垂直方向即
ちＹ軸に沿って延びる、Ｙ軸ガイドレール（３８）に移動自在に取り付けられた担体（４
０）に取り付けられている。
【０００９】
前記担体（４０）には、カッタ（４２）を昇降可能に保持するカッタヘッド（４４）が取
り付けられている。前記担体（４０）は、コントローラによって制御されるＹモータに、
前記Ｙ軸ガイドレール（３８）に沿って往復動可能に連結している。前記Ｙ軸ガイドレー
ル（３８）は、プロッタ本体に架設され、該Ｙ軸ガイドレール（３８）に一対の可動ロー
ラホルダ（４６）（他方は図示省略）が昇降ガイド（図示省略）を介して、昇降可能に支
承されている。
【００１０】
前記可動ローラホルダ（４６）の各々には加圧ローラ（４８）が回転自在に軸支されてい
る。（５０）はカットを施行するためのカッタマットであり、Ｙ軸方向に沿って固設され
ている。（５２）はバキューム装置であり、該装置により記録媒体（２４）の下面に所定
範囲にわたってバキューム力を作用させることができるように構成されている。前記用紙
経路部材（１６）には、バキューム力を用紙（２４）に及ぼすための通気孔（５４）が穿
設されている。
【００１１】
前記前部ペーパーガイド（１８）は、ロ－ル用紙（２４）を略水平に案内する水平案内部
（１８ａ）と、用紙（２４）を下方向に案内する屈曲案内部（１８ｂ）とから構成され、
後部ペーパーガイド（２０）も同様に屈曲案内部と水平案内部とが形成されている。前記
水平案内部（１８ａ）の記録面（２６）の下流に位置する部分には、凹曲面（５６）が形
成され、該凹曲面（５６）の最下部に前記カッターマット（５０）が位置している。
【００１２】
前記凹曲面（５６）により、用紙経路部材（１６）の記録直後の位置に、記録面（２６）
より低くした部分（５８）と、これより先方に、記録面（２６）と同等か若しくは、それ
よりも高い部分（６０）が形成されている。ペーパーガイド（１８）（２０）には、駆動
軸（３０）をはさんで、フロント用紙センサ（６２）と、リア用紙センサ（６４）が設け
られ、これらのセンサ（６２）（６４）は、ペーパーガイド（１８）（２０）上の用紙を
検出することが出来るように構成されている。
【００１３】
次に本実施形態の動作について説明する。
印字作画記録動作がスタートすると、後部ペーパーガイド（２０）上に載置セットされた
ロール紙などの記録媒体（２４）は、駆動ローラ（２８）と加圧ローラ（４８）とでグリ
ップ（挾持）され、記録部材（２４）は、この状態で、駆動ローラ（１４）の、図１中、
時計方向の間欠回転によって、記録面（２６）上を、下向きにバキューム力を受けながら
、矢方向（Ａ）に搬送される。記録ヘッド（３６）は、記録媒体（２４）の上を、Ｙ軸方
向に往復移動し、記録面（２６）上の記録媒体（２４）を走査して、記録媒体（２４）に
記録する。
【００１４】
このとき、記録ヘッド（３６）のノズルから吐出されるインクによって、記録媒体（２４
）のインク塗着面にコックル（しわ）が発生する。しかるに、印字作画後の記録媒体（２
４）は、用紙経路部材（１６）の、低くした部分（５８）に案内され、ここでバキューム
装置（５２）の吸気力により吸引され、記録面（２６）と低くした部分（５８）と高くし
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【００１５】
記録直後の用紙経路部材（１６）の凹曲面（５６）によって形成された記録媒体（２４）
の反りにより、記録媒体（２４）は平坦な記録面（２６）に密着し、記録媒体（２４）の
記録面（２６）上での浮き上がりが阻止される。
【００１６】
【発明の効果】
本発明は上述の如く構成したので、簡単な構造によって、記録媒体のコックルの影響を小
さくすることができ、高品質の記録を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の要部の側面断面説明図である。
【図２】プロッタの概略側面断面図である。
【図３】従来技術の説明図である。
【符号の説明】
２　　用紙経路部材
４　　サブローラ
６　　拍車ローラ
８　　用紙（記録媒体）
１０　記録ヘッド
１２　駆動ローラ
１４　加圧ローラ
１６　用紙経路部材
１８　前部ペーパーガイド
２０　後部ペーパーガイド
２２　脚台
２４　記録媒体（用紙）
２６　記録面
２８　駆動ローラ
３０　駆動軸
３２　台
３４　ホルダ
３６　記録ヘッド
４０　担体
４２　カッタ
４４　カッタヘッド
４６　ローラホルダ
４８　加圧ローラ
５０　カッタマット
５２　バキューム装置
５４　通気孔
５６　凹曲面
５８　低くした部分
６０　高い部分
６２　センサ
６４　センサ
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